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アメリカの国立公園

萬年一剛（神奈川県温泉地学研究所）

1.　はじめに

　私の知人に世界中で火山や珍しい

地層の写真を撮っている写真家がい

ます。私が、世界中でどこの国の風

景が、写真を撮っていて楽しいかを

尋ねたところ、その方は、アメリカ

合衆国だと答えてくれました。私は

2010 年 3月末から一年間、神奈川

県を休職してアメリカ合衆国に留学

したのですが、それまでにアメリカ

本土を旅したことは一度も無く、そ

の答えにピンと来ませんでした。世

界にはもっとアクセスするのが難し

い秘境があるでしょうし、そういう

ところに撮影に行っている人が、よ

りによって日本にとってもっとも身

近な国の一つであるアメリカをベス

トに挙げるなんてちょっと信じられ

ない気分でした。

　私の留学先はフロリダ州タンパ市

にある州立の南フロリダ大学という

所でした（図１）。私の専門は火山

で、この大学を留学先に選んだのも

有名な火山学の先生がいるからなの

ですが、残念なことにフロリダは火

山が古い時代のものも含めて全くな

く（正確には、地下数キロメートル

の所に大西洋が割れてヨーロッパ大

陸と分離したときに出た溶岩がある

そうですが、地表はサンゴで出来て

いるので皆無）、火山を見るという

面ではあまり良いところではありま

せんでした。

　しかし、せっかくアメリカに来た

のだからアメリカの火山を見に行こ

う、そしてついでにアメリカ各地の

地学的見所を見てしまおうというわ

けで、大学の夏季休暇を利用してア

メリカ横断のドライブ旅行に挑戦し

ました。そこで立ち寄った感激した

のがアメリカの国立公園でした。

2.　アメリカドライブ旅行のススメ

　アメリカは日本の約 25倍の面積

がある非常に広い国なので、公共交

通手段は飛行機が中心です。飛行機

は会社間の競争が激しく、料金はか

なり安いのが普通です。季節や乗り

継ぎの有無によって変わりますが、

たとえば、フロリダはアメリカの東

の端ですが、西の端のカリフォルニ

アに飛ぶとしても往復 400 ドル程

度です。

　鉄道は一応ありますが、長距離路

線の Amtrak は時間がかかる上に遅

延が頻繁で、料金も飛行機より高い

ケースが多く、アメリカ人の間では

趣味の乗り物といった扱いです（し

かし、実際に乗ってみると楽しいで

す）。アメリカ人にとって旅行とい

うと、飛行機の次に思いつくのは自

家用車です。

　アメリカ人みんながそうだとは言

いませんが、長距離ドライブに抵抗

がない人は非常に多いです。どうい

うときに自動車で移動するか見てい

ると、まずは荷物がたくさんあると

きでしょう。地質学科の人たちは重

い機材や岩石と一緒に移動する必要

がありますが、飛行機では追加料金

がかかるので自動車のほうが安上が

りです。また、引っ越しの時にも当

たり前のように車を使います。アメ

リカでは牽引式のコンテナを貸し出

す会社があり、家財道具を詰め込ん

だコンテナを自家用車で牽引して

図１　アメリカの地図。本文中で出てくる場所を示した。NP は国立公園

(National Park) の略。
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引っ越しをしているのをよく見掛け

ます。

　アメリカでは州間高速道路

（Interstate Highway）が縦横にめぐ

らされていますが、ごく一部の区間

を除いて通行料金はかかりません。

また、ほとんどのインターチェンジ

にモーテルとファストフード店がか

まえているので、宿泊や食事に困る

ことはありません。モーテルはピン

キリですが、だいたい 60ドル程度

の部屋でほとんど問題なく、しかも

一つの部屋に何人泊まっても良いの

で、安上がりです。100 ドル以上

出せば日本の高級ホテルと同等の部

屋を利用できます。

　道路は広くて、カーブやトンネル

もほとんど無く、無謀なドライバー

も都市部を除けばいないので（無謀

な運転をしていたら疲れてしまう）、

日本よりは格段に運転がしやすいで

す。車を運転すれば、アメリカ中ど

んな田舎でも行くことが出来ます。

ドライブ旅行で皆さんにぜひ楽しん

で欲しいのが、私の感動したアメリ

カの国立公園です。

3.　アメリカの国立公園

3.1. 特徴

　アメリカが世界に自慢できること

は 2つある、一つは美しい大学の

キャンパス、もう一つは国立公園、

という言葉があるとアメリカ在住の

日本人から聞きました。誰が言った

かわかりませんし、アメリカの人た

ちが自慢できることは他にもあるよ

うに思いますが、国立公園がすばら

しいのは確かで、その管理運営は世

界中のお手本となっています。

　アメリカの国立公園は自然のもっ

ともすばらしいところを、できうる

限り保存しつつも、アクセスを容易

にするということを目標としてお

り、これが、アメリカの国立公園を

世界一の水準にしています。

　保存の面で言うと、アメリカの国

立公園はすべてが国有地であるとい

うことが第一の長所と言えるでしょ

う。日本の場合、国立公園内でも

私有地の割合は高く、全国で 26%、

私のフィールドである箱根地域で

は 66% にも達します。アメリカの

国立公園は国立公園局（National 

Park Service; NPS）が土地を所有し

ている上に、管理も全面的に行って

います。対して日本の場合、国立公

園内の国有地のほとんどは国立公園

を所管する環境省の管理ではなく、

林野庁所管の国有林です。

　全部が国有地というのは、適切に

保存するうえでは最適だと言えま

す。アメリカの国立公園は国有地な

ので、園内には民間のホテルや土産

物屋がありません。園内のこうした

施設はすべて国立公園局が設置し、

運営を民間に委託しているので、日

本の観光地にありがちな趣味の悪い

建物や看板は皆無で、全体に落ち着

いた雰囲気になっています。また、

ホテルや土産物屋が極めて限られて

いることは、結果的に、物見遊山的

な観光客を排除して、自然を愛する

人の適切な利用を促しているように

思います。

　アメリカの国立公園は基本的に地

形や地質がすばらしいということに

加えて、手つかずの自然が残ってい

る地域が指定されています。たとえ

ば、ナイアガラの滝などは非常に特

異な地形で有名ですが、周辺の開発

が進んでいることから、国立公園に

は指定されていません。

　手つかずの自然というと要するに

僻地にあります。しかし、僻地と

言ってもほとんどの国立公園は自家

用車を使ってアクセスすることがで

き、園内も観光道路が整備されてい

ます。こうした道路は自然保護に配

慮しつつも、最も優れた景観を楽し

めるように設計されていると言いま

す。景観を楽しめるように道路を設

計しているという事例は日本ではあ

まり聞いたことがありませんが、ど

うでしょうか。

　アメリカの国立公園は一般の人が

利用できるのは園内総面積の数パー

セントで、他は厳密に保護されてい

ます。道路やトレッキングコースか

ら外れることは禁止されています。

写真１　国立公園の入口ゲート（エバーグレイズ国立公園）
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3.2. 利用の仕方

　アメリカの国立公園は基本的に車

で訪れることが前提となっていま

す。公共交通機関によるアクセスは

ほとんど無いので、日本から訪れる

場合はレンタカーを利用するか、ツ

アーに参加するかのいずれかになる

でしょう。国立公園の入り口には

ゲートがあり、入場料を徴収されま

す（写真１）。入場料は公園により

異なり、私の訪れたのは車一台あた

り 20ドル前後のところが多かった

ですが無料の公園もあります。年間

パスが80ドルで売られているので、

行く公園の数が多ければ年間パスを

購入した方が得です。ゲートで入場

料を徴収しているのはパークレン

ジャーの人で、その国立公園のマッ

プをもらえるので、必ずもらってお

きましょう。

　アメリカの国立公園は非常に広い

ので、公園内に宿泊するのがベスト

ですが、ホテルは数が非常に限られ

ており、もっとも人気がある国立公

園の一つであるヨセミテでも数軒し

かありません。従って、予約はかな

り難しいのが現状です。ツアーであ

れば宿泊に困ることはないでしょう

が、個人で行く場合公園内に予約が

出来ない場合は、近くのモーテルを

押さえるということが必要です。

　しかし、私としてはキャンプで国

立公園内に宿泊することをお勧めし

ます。

3.3. 国立公園のキャンプ

　キャンプというと、隣のサイトと

の距離が近すぎたり、トイレやお風

呂が汚かったりと、あまり良いイ

メージを持っていない方が多いかも

知れません。かくいう私もそうなの

ですが、アメリカのキャンプ場はか

なり違います。特に国立公園のキャ

ンプ場は、広々としているので隣の

人が気になることはほとんどありま

せん（写真２）。普通は水洗トイレ

が完備されています。シャワーもあ

る場合が多く、ゴミを持ち帰る必要

もありません。キャンプ場には巨大

なゴミ箱が設置されているのでそこ

に捨てれば良いのです。何しろ料金

が一泊数ドルから二十数ドルとお手

頃なのがありがたいです。

　キャンプ場には車でアクセスで

き、各キャンプサイトには駐車場、

ファイヤープレイス、ピクニック

テーブルがついています（写真３）。

人気のある国立公園、たとえばグラ

ンドキャニオンやヨセミテなどでは

キャンプ場でも予約が難しいこと

もありますが、そうでもない国立

公園ではふらっと立ち寄ってみて

もキャンプ場に空きがあることがあ

ります。行きたい国立公園と日程が

決まっていれば、オンラインで予約

すれば安心でしょう（http://www.

recreation.gov/）。

　ヨセミテやグランドキャニオンな

ど来園者が非常に多い国立公園内に

はスーパーマーケットまであるの

で、手ぶらで行っても何とかなりそ

うですが、品切れだったりしたら公

園の外の遙か遠い町まで買いに行か

なければいけないので、必要なもの

は事前に準備して持ち込むのが良い

と思います。

3.4. ビジターセンター

　アメリカの国立公園に着いたら、

まずはビジターセンターに立ち寄る

べきでしょう。ビジターセンターは

普通ゲートの近くか、ホテルや売店

などが集中しているビレッジなどと

呼ばれる場所に併設されています。

　ビジターセンターの設備はピンか

らキリまでですが、展示内容は一般

にわかりやすい上、ハイレベルです。

普通は、映像シアターがあり、ここ

でその国立公園の概要や、四季、地

質、動植物をざっと把握できる 15

分前後の映画が見られます。展示は

さながらミニ博物館で、動植物や岩

石の標本、各種パネル類があります

（写真 4）。

　ビジターセンター内ではブックス

トアやインフォメーションがありま

す。ブックストアは本の他、双眼

鏡や帽子、Tシャツなどのプレミア

グッズが売られています。インフォ

写真２　国立公園のキャンプ場。各キャンプサイトは舗装道路に面しているの

が一般的（アーチーズ国立公園）



24　　観測だより 62号，2012

メーションではパークレンジャーが

色々な質問に答えてくれます。

3.5. ガイドツアーとレクチャー

　パークレンジャーは質問に答える

だけではなくて、ガイドツアーやレ

クチャーもしてくれます。ガイドツ

アーではパークレンジャーが来訪者

と一緒に園内のトレッキングコース

を歩いて動植物や地質について現場

で教えてくれたり、ビューポイント

からの地形を解説してくれます（写

真 5）。レクチャーは昼間の場合も

ありますが、ゆっくりとした気分で

見られるのは夜 7時前後から始ま

るものです。これはキャンプ場の中

にある野外講義場（amphitheater）

でパークレンジャーがスライドをみ

ながら、園内の見所や、自然、歴

史などについて解説をしてくれま

す（写真 6）。こういう教育系のパー

クレンジャーは何らかの専門家なの

で、専門分野には大変詳しく、また

いつもこういう催しをしているので

話がうまいです。夕方の時間、ゆっ

くりと野外でレンジャーの話に耳を

傾けるのは、キャンプ泊ならではの

リラックスタイムと言えます。こう

した活動の日程や参加方法はビジ

ターセンターの掲示板に案内があり

ます。

3.6. ジュニアレンジャープログラム

　アメリカの国立公園は子供向けの

レクチャーやツアーも充実していま

すが、お勧めなのはジュニアレン

ジャープログラムへ参加することで

す。ジュニアレンジャープログラム

とは、公園によって違いますが、年

齢に応じて決められた指定の課題を

仕上げるとジュニアレンジャーとし

て認定され、宣誓の後にジュニアレ

ンジャーバッチが授与されるという

ものです（写真７・８）。

　課題は、ビジターセンターでもら

えるジュニアレンジャープログラム

のノートにある質問に答えたり、ス

ケッチをしたりと言ったもので、だ

いたい 1時間以内にこなすことが

出来ます。その他、子供向けのワー

クショップやレクチャーに参加する

という課題が課される場合もあり

ます。私の子供（当時 9歳と 6歳）

は英語がほとんど出来なかったの

で、初めのうちは参加しようと思っ

ていなかったのですが、子供向けの

昆虫採取ワークショップに参加して

バッチをもらったら、にわかに燃え

はじめ、以後訪れる国立公園ではほ

とんどジュニアレンジャープログラ

ムに挑戦するようになりました。な

お、ジュニアレンジャープログラム

は特に年齢制限がないので、大人で

写真３　キャンプサイトの施設。なお、テントは自前（グランドキャニオン

国立公園）

写真４　ビジターセンターの展示。ここではグランドキャニオンの各地層の年

代とその時の様子の想像図が展示されている（グランドキャニオン国立公園）
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もチャレンジしてバッチをもらうこ

とが出来るそうです。

4.　国立公園局

4.1.　広い守備範囲

　アメリカの国立公園は国立公園局

が担当していると書きましたが、国

立公園局は国立公園だけを担当して

いるわけではありません。その他の

担当としては、国立公園のレベル

には及ばないものの保護を要する

ナショナルモニュメント（National 

Monument）、アメリカの歴史上重

要な場所が指定される国立歴史地区

（National Historic Site）などがあり

ます。例えば、首都ワシントンの中

心にある広大な公園、ナショナル

モール (National Mall) も国立公園

局の管轄で、国立公園で見るのと同

じ制服に身を包んだレンジャーさん

がパトロールをしたり、観光客に解

説をしたりしています。こうした国

家的に重要な公園以外に、古城（ア

メリカにも城があるのです！）や戦

艦と言った戦争の記録や、公民権運

動で先頭に立ったキング牧師の生家

も国立公園局が管理しています（写

真９）。アメリカの自然遺産、歴史

遺産は国立公園局が管理している、

といっても過言では無いでしょう。

神奈川で言ったら、小田原城や記念

鑑三笠も国立公園局が管理しそうな

物件です。

　国立公園局は現在、58 の国立公

園を含む 397 件の対象を管理して

います。

4.2.　厚い人材

　国立公園局は連邦政府に属します

が、日本的な感覚からは非常に大き

い組織で、従業員は 28,000 人にお

よびます。ちなみに、日本で国立公

園を所管する環境省は省全体でも

1200 人弱、パークレンジャーにあ

たる自然保護官は 200 人程度とか

なり貧弱です（ちなみに、日本の政

府機関は先進各国の中ではかなり小

ぶりで、人口あたりの公務員数でみ

ると、アメリカは日本の 1.8 倍もあ

ります）。

　アメリカ人にとってパークレン

ジャーといえば、制服から仕事内容

まで何となくイメージできる存在

で、子供のあこがれの職業に挙げら

れそうな知名度がありますが、日本

の自然保護官はどうでしょうか？　

　実際、日本の自然保護官は事務所

内での許認可事務で忙しく、一般の

公園利用者の前に出る仕事は多くな

いようです。こうしたことから、こ

こ数年は主に野外での業務を中心と

する自然保護官補佐（アクティブ・

レンジャー）を採用しているようで

すが定員が 60名程度と少ないうえ

に、非常勤なので勤続可能な年数は

写真５　パークレンジャーによる現地解説（ブライスキャニオン国立公園）

写真６　キャンプ場にある野外講義場（マウントレーニア国立公園）
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著しく短いのが実情です。私も仕事

柄、箱根にいらっしゃるアクティブ・

レンジャーさんと仕事をすることも

あるのですが、やる気のある元気な

レンジャーさんがすぐにいなくなっ

てしまうのはとても残念です。

　アメリカのパークレンジャーは、

高等学校や小学校の先生をしていた

という人も多く、学識豊かで生き生

きと仕事に取り組んでいるように見

えました。国土や人口、管理対象数

の差を考慮しても、日本の国立公園

は人材面で手薄すぎないでしょう

か？

5.　見習いたい自然公園の利用と管

理

5.1.　滞在期間と過ごし方

　アメリカの国立公園では日本人観

光客の姿も見掛けましたが、そうい

うツアーの忙しいことと言ったらあ

りません。一日に 3つの国立公園

を回るというグループにも出会いま

した。これでは国立公園に行ったと

言っても代表的なビューポイントか

ら風景を見て写真を撮って、残りの

時間はバスに乗りっぱなしなのでは

ないでしょうか。アメリカの国立公

園は自動車道路以外にもトレッキン

グコースが縦横に張り巡らされてお

り、むしろこのトレッキングコース

を歩くことが最大の楽しみだと思い

ます。日本人も移動中心の観光はそ

ろそろ控えめにして、もっと悠々と

した観光スタイルに移行できないも

のでしょうか。

　また国立公園には 1週間以上に

わたって滞在するのもアメリカでは

普通です。私も最大で 3泊くらい

しかしなかったのですが、長くいれ

ばいるほど様々な魅力があらわれて

きます。別に毎日遠くに出歩かなく

ても、鳥の声を聞きながらキャンプ

場でのんびり本を読むのもすばらし

い自然体験です。日本の国立公園で

もそういう体験は可能なのでしょう

が、宿泊代も考えるとそうは言って

いられないというのはあります。ア

メリカのように一泊20ドル前後（し

かも一家で！）だと、のんびり滞在

しても財布は痛まず、誠に結構です。

5.2.　キャンプ天国アメリカ

　アメリカでキャンプしながら大自

然に触れられるのは何も国立公園の

なかだけではありません。国立公園

は自然の中でもとくにすばらしいと

ころが指定されていますが、それ以

外でも十分な自然体験が出来ます。

　アメリカは州に分かれています

が、どの州にも州立公園（State 

Park）があり、園内を散策したり、

指定箇所でキャンプやバーベキュー

をすることができます。また、州立

公園にも州のパークレンジャーがい

写真７　宣誓するジュニアレンジャー（マウントレーニア国立公園）

写真８　ジュニアレンジャーバッチ。バッチの材質はプラスチックであるの

がちょっと残念。
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て、規模は小さいですが、ガイドツ

アーやレクチャーなどの活動をして

います。

　キャンプに関して言えば、国立公

園や州立公園以外にも、連邦林野局

（US Forest Service; USFS）があちこ

ちでキャンプサイトを運営している

ほか、民間のキャンプ場もちらほら

あります。キャンプ場の利用法はど

こも似たようなもので、封筒にお金

をいれて名前と車のナンバーを書い

て入り口のポストに入れるのがおお

よその形式です。あとでレンジャー

が回ってきて封筒にある車のナン

バーとキャンプ場の車のナンバーを

対照してお金を払っているか確認に

来ます（写真 10）。

　アメリカの道路地図にはキャンプ

場が必ず載っているので、キャンプ

場探しに困ることはありません。ま

た、キャンプ場が満員というのはあ

まりなくて、夕方の早い時間に入れ

ば大抵空きがあります。キャンプと

いうと体力が要りそうですが、アメ

リカのキャンプ場は設備が充実して

いるので、日程に余裕を持たせれば

きついことはありませんし、屋外が

嫌になったらモーテルに泊まれば良

いのです。事実、たくさんのシニア

世代や小さい子供にキャンプ場で出

会うことが出来ます。皆さんもキャ

ンプをしながらアメリカ大陸を回っ

てみませんか？

6.　終わりに

　アメリカは国立公園局の管理する

自然遺産や歴史遺産を、アメリカの

魅力を形作る重要な観光資源として

位置づけています。実際、アメリカ

の国立公園にいるキャンパーのうち

ヨーロッパから来ているお客さんは

かなりの割合を占め、夜になると英

語以外の言葉がたくさん聞かれま

す。日本も観光立国を目指している

ということですが、森林の面積が国

土の 7割という数字を持ち出すま

でもなく、日本の自然は優れている

のですから、もうすこし自然公園へ

の投資を充実させる必要があるので

はないでしょうか。

写真９　国立公園局によって管理されているマーチン・ルーサー・キング牧師

の生家（ジョージア州アトランタ）。

写真 10　キャップ場を巡視するパークレンジャー（アーチーズ国立公園）




